
平均年齢２２．３才の青年部が活躍するクラブ

　東宇治スポーツクラブ
京都府宇治市

File 09アドバイザーのおススメ・クラブ

■設立経緯＆クラブの特徴

平成17年に市教委や市体協内でクラ
ブ創設の動きがあり、設立準備委員会
と運営委員会が立ち上がりました。そ
れに伴い競技団体や諸団体を中心に、
同年夏にはスポーツ教室がスタート。
その後、構想から約2年を経て、東宇
治スポーツクラブは平成19年に設立さ
れました。

同クラブは地域住民に、よりスポーツ
に親しんでもらいたいという願いから
「一人でも気軽に来れるようなクラブ」
にするため、フリー会員制度（非会員
でも教室に参加できる制度）を設ける
などクラブ参加への壁を低くしている
のが特徴です。

■クラブ概要

●設立年月日：平成１９年２月４日

●対象地域：宇治市

●対象人口：１９万人

●会員数：約３００名

●年間予算：約９５０万（toto助成金を含む）

●会費：年会費３，６００円　　　　　　　　　　　
　　　　　参加料２００～３，０００円　　　　　　
　　　　　（教室により異なる）

●使用施設：黄檗体育館　公立学校体育館
　　　　　　　　民間施設　など

●事務局：［電話］080-1507-0323　　　　
　　　　　　　［FAX］0774-31-8130　　　　
　　　　　　　［メール］　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　higashiuji_sc@yahoo.co.jp

●ホームページ：　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　http://www.higashiuji-sc.com/

クラブロゴ

大人気の親子体操教室



■元気なクラブマネジャーが専従

常勤のクラブマネジャーである野口さんが週6日、クラブの事務局を担っています。専
従しているのでクラブ全体を常に把握でき、何かあったときに迅速かつ柔軟に対応で
きるそうです。

実は野口さん、クラブに関わる前は専業主婦でした。今ではクラブの顔として地域で声
をかけられることが多く、「地域で人のつながりが見えるようになった」と喜びを語って
いらっしゃいました。

ボクシング教室

■地域の人材とタッグを組んだプログラム

「ジュニア期から競技に触れさせてあげたい」、「部活のOBやOGがそのまま地元で競技
をできる場をつくりたい」、「自分の勤務する高校に進学できなかった子に指導する場を
つくりたい」など、地域の指導者や学校の教諭からクラブに相談があって始まった教室
があります。そうしてクラブで育った子どもたちは進学先の学校でさらに成長し、大活躍。
今年はインターハイに出場した選手もおり、クラブは地域スポーツの競技力向上にも貢
献しています。

中学生のホッケー部



■祝・スタッフ青年部「ユース」創設! 平均年齢22.3才

平成21年2月にクラブでイベントを行った際に、あるスタッフの息子さんが先輩や同級生
を引き連れてスタッフとして参加してくれました。その地元の学生たちはその後もクラブ
に積極的に関わってくれるようになりました。学生スタッフの人数も次々と増え、自分た
ちでイベントの企画や運営を担うようになりました。

秋にはクラブスタッフ“青年部”創設を見据えて月1回の定例会議が始まり、ついに22年
5月、正式発足しました。今では数々のイベントを成功させ、とても頼もしい存在となって
います。

「地元を活性化させたい」と意気込む青年部の若手スタッフは現在12名。杉本部長と関
口副部長を中心に真剣に意見を出し合い、かつ楽しそうに取り組む青年部の姿はクラ
ブに新鮮な風を吹かせています。

青年部企画　
「交流イベント」・

ホッケー

青年部定例会議



■アドバイザー‘ｓ　ｅｙｅ

私が最も注目しているのが、やはり青年部の活躍です。青年部という組織
がクラブ内で確立されている上、地元の若者たちということもあり、いつ
もクラブや地域のパワーを見せてもらっています。さらにクラブに伺うた
びにスタッフが増えているのですが、これは各スタッフが同級生や先輩後
輩によく声をかけているのだそうです。現在は後輩づくりにも力を入れて
おり、将来を見据えて活動する青年部から今後ますます目が離せません。

東宇治スポーツクラブは、地域の足りないところを補うような、また地域
で人と人をつなぐような、明るく楽しいクラブです。できなかったスポー
ツを楽しめる場所であり、地域のために声をあげ行動に移せる場所であり、
さらに地元の若者たちが活躍できる場所であります。きっとこれから先、
「こんなときは東宇治スポーツクラブに相談しよう」と地域にとって必要
不可欠なクラブになっていくに違いありません。

（渡辺　史子　京都府クラブ育成アドバイザー）

■念願のクラブハウス設置へ

設立当初より事務局を設置する場所がなく、そのことは常に課題として挙げられてい
ました。しかし副会長の地域でのネットワークを活かし、近隣の土地所有者からクラ
ブハウス用の土地を借用することができました。今後はNPO法人を取得してクラブで
toto助成のクラブハウス整備事業に申請する予定です。


